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新春のご挨拶
公明党茨城県本部代表 衆議院議員 石井 啓一

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
公
明
党
に
対
し
ま
し
て
、

夏
の
参
議
院
、
秋
の
高
萩
市
会
選
を

は
じ
め
、
一
年
を
通
じ
大
き
な
ご
支

援
を
賜
り
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
昨
年
は
、
年
金
記
録
問

題
、
食
品
偽
装
問
題
な
ど
、
国
民
・

消
費
者
を
欺
く
社
会
問
題
が
続
出
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
お
上
主
義
、

生
産
者
主
義
の
名
残
が
噴
出
し
た
も

の
で
、
厳
し
い
反
省
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
政
治
・
行
政
・
経
済
は
、
真
の

国
民
重
視
・
消
費
者
重
視
に
姿
勢
を

転
換
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

公
明
党
は
、
「
大
衆
と
と
も
に
」

の
立
党
精
神
を
掲
げ
、
生
活
者
・
庶

民
の
目
線
か
ら
政
治
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
本
年
も
立
党
精
神
を
改
め
て

深
く
胸
に
刻
み
、
「
国
民
生
活
の
充

実
」
の
た
め
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

皆
様
に
は
、
旧
に
倍
す
る
ご
支
援

・
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

菊地正芳 市議会議員

今川敏宏 市議会議員

年末年始に両市議が感謝と決意を込めて街頭演説
公明党の実績・真実を声高らかにアピール

●公明党はどこまでも国民の視点に立ち
政策を提言

●ねじれ国会で与党と野党の橋渡し役

●被災者生活再建支援法、与党案をまと
め、野党と交渉し、可決・成立

●政治とカネの問題、すべての支出に領
収書を添付。公明党が自民党を説得

●青年政策の推進・実現
・インターネット料金の定額制
・携帯電話通話料金の値下げ
・携帯番号ポータビリティー制度
・法テラス、ジョブカフェ設置
・雇用格差対策、ネット犯罪対策
・奨学金拡充、女性専用車両導入

●薬害肝炎問題…被害者一律救済の道開く
マスコミで報じられたとおり、薬害肝炎問題に対し、公明党は

どこまでも被害者の立場に立ち、訴えて参りました。その結果、
一律救済という福田総理の政治決断をさせることができました。

石井啓一議員は水戸駅街頭で
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高萩市議会報告 平成１９年１２月定例会 一般質問

１２月定例会 注目の議題

市民相談・法律相談はお気軽にご連絡ください
〈連絡先〉 今川敏宏 電話２４－３０７９

菊地正芳 電話２３－７８７６

菊地 正芳 議員

●寄付条例について

市が提示する政策メニューの中から、

実施して欲しい政策に対して寄付を募

る制度。これによって政策ニーズが反

映され、ムダな公共事業をなくすとと

もに新たな財源創出となる。また政策

に対する関心や意識を高めることや、

寄付の目的がはっきりすることで市外

から愛郷心による寄付も期待できる。

提案し市長の見解を伺う。

●遠距離通学児童の対応について
松岡小中学校に通う若栗方面からの通

学路は、周りは山ばかりで大人でさえ

危険を感じる。児童の通学手段を家庭

に任せっきりでは問題であり、公用車

やスクールバスなど早急な対策が必要

である。教育長の見解を伺う。

●高萩駅東地区路線バスについて
８月から運行が始まり３ヶ月が経過し、

市民から改善要望が出ている。特に運

行時間と停留所の場所が利用しづらい

といわれている。対応を伺う。

今川 敏宏 議員

●平成２０年度予算編成について
今議会は財政問題・健全化について話

題になっているが、来年度予算編成に

ついて方針と考え方を具体的に伺う。

●道路管理について
下水道や水道工事等による道路掘削を

伴う工事や、重機や大型車両の道路使

用による陥没など、結果的には補修工

事によって道路がつぎはぎになり、継

ぎ目は段差となり事故や騒音の元にな

っている。市は市道管理の上から、施

工業者に指導しなけれならない。責任

の所在について説明を求める。

●ボランティア活動について
３月と９月の議会でも取り上げたが、

市民参加のまちづくりと財政援助の意

味は大きい。その後の進捗状況を伺う。

●環境問題について
庁内ウォームビズの奨励状況や燃料費

高騰による影響など、地球温暖化対策

の進捗状況を伺う。

議会内に行財政改革調査特別委員会が議員提案により設置されました
目的：議会運営において財政の負担とならないよう、経費削減について検討し、議会

の再構築を行い、また、議会の立場から市の行財政改革について調査検討し、

市に対する適正な指導や助言を行うため

委員会設置は昨年１０月に行われた市会選での公明党の公約でした。今後はさしあた

り議会経費において来年度予算に反映できるものから検討していく予定です。

議会経費内訳………議員報酬、行政視察費、政務調査費、費用弁償、議長交際費等

その他の検討課題

………議員定数、議会だより、議会以外の行政全般


